
半tせ成い ! ;、1す'庄奇色果の特」i要因 と対策

  ( 渥 拭 南部分場 .量 境 部)

1.背 景 とな ら中

イヒ泉Wrの油島、永井地域を中心に、 ダナ ーの半促成作裂で、熟期を経過 して も着色 しない、いちごが発生 し

的題 となっている。発生は、 1番 果中心で収権の前期に多 く、関東、関Eh‐で1‐白ろう果Jと呼称 している症状

に類似 している。

このため、昭和57年に、試験研究を要望する課題 として、現地から要望があった。そこで、昭和58年か ら

失態調査や現地試験等を実施 して検討 した結果、知見が得 られたので参考に供する。

2.投 体rの内容

(1) .無岩色果の性質

ア.無 岩色果は、 正常果に比べて般および糖が少ない。また、破断力では変わ らないが、硬 さは明 らかに

低下 してお り、粘縞度が増大する傾向が認め られた。

イ.他 県のデ ータ(神奈川、堂交早生、促成)では、無着色果の方が全体に無機成分含有量が多 く、特 に N

とK20が 替しく増加 している。

(2) .無番色果の発生要因

ア.同 一圃場では、堆飯肥の施用量が多いはど無岩色果の発生が増加する。

埼玉田試等で も、問様の報告がある。

イ.砂 壌たの客土 により、無苦色果の発生は大幅に軽減すると

ウ.従 って、イと泉地域の無岩色果の発生は、当地域の上質、堆解肥の夕投等の上壌条件が関 与しているも

「  の と権祭 された。

(3) .無着色果発生防ェ11対策

ア.「l能な囲場では、砂壌士の客上を行 う。

イ.雅 既肥の投入量は、前年の発生程度に留意 して決定する。

ウ.発 生程度は、品種間差呉があり、ダナー、宝交早生に多い(埼玉等)ことか ら、多発地帯では、 こなⅢら

の品純の使用はひかえる。

(1) .適応地域

県南のAR本色果発生地域

3,指 導上の留意点

(1) .現地での報告か ら、慨 して、竜帯i度質の過湿 ti壌や、未熟行機物の多投農家に発生が多いといわれて い

る。

(2) .他先t(埼玉、群馬、神奈川)では、有機物夕施用の他に、多施肥、低ph( 5前後)、ほ温管理、過緊茂等に

よる果実の受光景低下等の条件 も発■iに関 与しており、 これ らの浄Rみ合わせで増加することが報告されて

いるので、ガよ度管難等には十分留まする。

4.参 考資料                       ・

|:子県剛試南部分場成績苦(昭和58～61年)

野共試験成績苦(関東):(昭和55年、う7年、60年)

挫業技術大系 3

5,試 験成殺

(|)妹t文の特性

疾 -1.無 岩色界の性質

果   文
精 度

( B r i X % ) 後ン慾影|
無 看 色果

て白 ろ う 果

正 常  果

7. 7

8  0

4 9

6 7

1.25X 10C 2 23X 103

579X  ″

1 . 8 7 X

l . 7 4 X

" カ ー ドメーターによる測定位   '

-102-



也区牟
農家

名

作

歓

連

軍

土塩条件 (58.8.27現在)W/r00, ( 施 肥 量k 3 / t n )
生

度

発

程土性 PH 3aO MI K aC み0白 EC 〕E( ― ヽ
霞
成

品
化

右 泳
類 姫材

1油カ 堆 屋 肥

涌 律 I

I 3 CL

一　
御

一　
加 6 2 6 1

一
　

９ 006 22 1

60

100

耀評2ヤt
挙翻)7t

十 劫

+

油 B S

K

E

E

S

S

4

1

2

4

4

CL

L

L

L

C L

6 . 3

5 . 7

7 . 0

6 . 8

6 . 5

独

一
郷
担
３‐８
鈴

100

6 3

91

119

9 8

‐２

■

０２

９２

９４

・

ス

８９

鶴

９０

0 , 3 5

D 1 8

0 . 1 1

025

0.09

1

2

3

2

105

100

94

100

105

85

７５

　

・
　

６２

　

　

　

７５

75

80

78

80

75

70

濠魔肥)4t

挙滋避)2t

経ぜ5t
挙髄)4t

挙末業
)4t

挙鞠) 4 t

十

十

昨～ 杵

老 松 C

C

N

C

C

6

4

1

2

1

CL

C

C

C

S L

7 . 4

6 . 8

6 3

6 . 3

6 2

318

238

318

318

288

０‐

拓

拘

拘

４５

127

26

1 1 8

■8

62

鶴

３‐

７‐

７‐

４３

〕1 5

).30

) . 1 4

)14

)03

22

18

22

22

21

2

4

6

6

1

80

94

100

100

140

0

100

靭
翻
輸
翻
綿

+

竹

十

十

英態調査

求 - 2 .花 泉肝「実態調査( 1 ) 昭和158年

発生概  無 ― 微 + 少 Ⅲ  中 ‖

表-3.花 泉町実態調査(2) 昭 和58■59年

調査農家の耕種概要 ・蕪着色果発生程度

プt- 4 供試 i壌 の跡地分析
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